
九州における再生可能エネルギーの現状と課題
（回答保留の理由と接続可能量の検討状況）
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九州電力株式会社

第13回福岡県地域エネルギー政策研究会説明資料

１．九州本土の再生可能エネルギー発電設備に対する接続申込みの
回答保留

平成26年9月24日（水）公表 ⇒ 別紙１にて詳細説明

平成26年10月21日（火）

九州本土の再生可能エネルギー発電設備に対する接続申込みの回
答保留の一部解除を公表
（9月24日までに申込みいただいた低圧（敷地分割を除く）のうち回答保
留分について回答を再開）

平成26年9月30日（火）

北海道電力、東北電力、四国電力、沖縄電力の４社が再生可能エネ
ルギー発電設備の連系接続申込みに対する回答の保留を公表

平成26年10月22日（水）

北陸電力が太陽光発電設備の系統連系状況を公表

中国電力が再生可能エネルギーの申込み状況を公表

〔他地域の状況〕



２．再生可能エネルギーの接続可能量の検討状況

平成26年9月30日（火） 総合資源エネルギー調査会新エネルギー小委員会

九州電力を含む電力５社が再エネ発電設備の接続申込みに対する回答保
留を発表したことを受け、各社の接続可能量の検証、接続可能量の拡大方策
等について審議を行うため、委員会の下に「系統ワーキンググループ（系統Ｗ
Ｇ）」を設置することを決定

平成26年10月16日（木） 第１回系統ＷＧ（電力５社が参加）

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの接続可能量の算定方法についての基本的考え方を審議

平成26年10月30日（木） 第２回系統ＷＧ（北陸、中国を加えた電力７社が参加）

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの接続可能量の具体的算定方法の考え方を審議

九州電力からプレゼン ⇒ 別紙２にて詳細説明

（日時未定） 第３回系統ＷＧ

検証された「算定方法」に基づき、各電力会社において「接続可能量」を算定
し、これを検証する予定

並行して、第２回、第３回系統ＷＧにおいて、接続可能量の拡大方策のオプ
ションを整理する予定

〔当社の検討状況〕
・系統ＷＧで検証された「算定方法」に基づき、接続可能量を算定中

（参考）電力各社の再エネ導入に向けた対応への主な意見

○平成26年9月30日（火） 第４回新エネルギー小委員会
・ 再エネ大量導入時のコスト増大による国民、日本の産業競争力、再エネ
関連産業等への影響も勘案すべき

・ 地熱・小水力・バイオマスについては、安定的な稼働が可能であり、それ
ぞれの特性を踏まえた対応を検討すべき

○平成26年10月15日（水） 第５回新エネルギー小委員会
・ 現行の法律の範囲内で当面の対応を早急に実施すべき

・ 再エネのベストミックスを検討し、太陽光の導入を抑制して、地熱や水力を
優先的に導入すべき

・ 買取価格の決定にあたっては、入札制度を検討してはどうか

・ ビジネスリスクを取る事を想定していない個人も参入してきたことが、問題を
複雑化したのではないか

・ 再エネの導入目標は、気候変動やエネルギー安全保障の観点からも議論
すべき


